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今月の特集

未来に向かって輝け!新成人
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町 長 の 行 動

表紙の写真コメント

　12 月は、 食育推進大会

(19 日 )、行政評価委員会答

申 (20 日 )、補助金検討委員

会答申 (21 日 )、行政改革

推進本部会議 (22 日 )、愛

南町社会福祉協議会理事会

(24 日 )、サンパール役員会

(24 日 ) などに出席しまし

た。

　1月は、平成 23年観光旅

客船乗り初め式 (2 日 )、平

成23年愛南町成人式(3日)、

年賀交換会 (4 日 松山市 )、

愛南漁協新年初市 (5 日 )、

日本カツオ学会設立総会

(8 日 黒潮町 )、深浦少年剣

道大会 (9 日 )、愛南町水産

フォーラム (9 日 )、一本松

地域審議会・御荘地域審議

会 (12 日 )、愛なん地域医療

懇談会 (12 日 )、西海地域

審議会・城辺地域審議会 (13

日 ) などに出席しました。

南レク城辺公園多目的
グラウンドで「ミズ
ノビクトリークリニッ
ク」が行われ、小中学
生と高校生約200名が、
国内トップレベルの陸
上選手から競技の基本
や技術を学びました。
(12/5)

清水町長が、「東京都

ぎょしょく普及教育」

を通じて交流のある中

野区を訪れ、田中大
だい す け

輔

区長(中央)、田辺裕
ゆ う こ

子

教育長(右)と懇談しま

した。(12/1)

色鮮やかな着物姿で

「成人式」に出席した新成人

のみなさんです。式典前に、

旧友と久しぶりの再会を喜び

合う楽しそうな笑顔を撮影さ

せていただきました。

1/3

温暖な愛南町では珍し
く、全域にわたって大
雪に見舞われました。
写真は柏・柏崎地区の
雪景色です。(1/16)

中泊漁港岸壁で「平成
23年観光旅客船乗り初
め式」があり、旅客船
事業の発展と安全運行
を願って賑やかにもち
まきが行われました。
(1/2)

深浦地区の愛南漁協本
所で、初競りを祝う
「初市」の式典が行わ
れ、組合員など関係者
が市場の盛況と漁協事
業の発展を祈りまし
た。(1/5)

愛南漁協魚類養殖協議
会が、特別養護老人
ホーム柏寿園の入所者
に喜んでもらおうと真
鯛6枚、ブリ1本を寄贈
しました。このほか町
内6施設に真鯛やブリが
贈られました。(12/25)

愛南トピックス
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愛は南から

愛南トピックス

目次＆注目記事

笑顔いっぱい！愛なんっこ

愛南こみゅにけーしょん

元気いっぱい！
アイ・あい・愛ランド

あいなん掲示板

一つ目小僧が登場!「劇団風の子」によるちょっ
ぴり怖くて楽しいお芝居のひとコマです。
(12/15～16) 【P23参照】

町政フラッシュ

p26

「食育推進大会」で、元気に食育ダンスを
踊る城辺保育所の子ども達です。
(12/19) 【P17参照】

D E・あ・い・2 1
で行われた「パー
ルイルミネーショ
ン 」 で 、 松 山 の
東雲学園ハンドベ
ル部の皆さんが、
素晴らしい演奏を
披 露 し ま し た 。 
(12/18) 【P22参照】

p4 未来に向かって輝け!
新成人

小学生バレーボール教室では、最後に子ども達が、佐伯
美
み か

香さんら五輪選手とミニゲームで勝負しました。
(12/19)【P24参照】
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御
荘
文
化
セ
ン
タ
ー
で
、
「
平
成

23
年
成
人
式
」
が
行
わ
れ
、
真
新
し

い
ス
ー
ツ
姿
の
男
性
1
0
6
名
と
色

鮮
や
か
な
着
物
姿
の
女
性
1
1
3

名
、
計
2
1
9
名
の
新
成
人
が
参
加

し
ま
し
た
。

　

式
典
で
は
、
新
成
人
一
人
ひ
と
り

の
名
前
が
紹
介
さ
れ
た
あ
と
、
清
水

町
長
が
「
若
い
感
性
と
柔
軟
な
発
想

で
新
し
い
時
代
を
切
り
拓
い
て
い
た

だ
き
た
い
」
と
式
辞
を
述
べ
ま
し

た
。
続
い
て
、
新
成
人
を
代
表
し
て

中
尾 

圭け

い

さ
ん
（
中
川
）
が
記
念
品

の
贈
呈
を
受
け
、
答
辞
を
今
川
裕ひ

ろ

き樹

さ
ん
（
御
荘
平
城
）
が
行
い
ま
し

た
。
今
年
度
の
記
念
品
は
、
「
愛
南

の
し
ず
く
コ
ン
ペ
」
で
最
優
秀
作
品

と
な
っ
た
岩
丸
裕ゆ

う

こ子
さ
ん
（
群
馬
県

前
橋
市
）
の
「
優ゆ

う

び美
」
を
、
携
帯
ス

ト
ラ
ッ
プ
や
チ
ョ
ー
カ
ー
と
し
て
使

用
で
き
る
よ
う
に
デ
ザ
イ
ン
し
た
ア

ク
セ
サ
リ
ー
で
す
。

　

ま
た
、
ら
く
さ
ぶ
ろ
う
さ
ん
に
よ

る
自
身
の
体
験
談
に
基
づ
い
た
講
演

と
地
域
ご
と
に
記
念
写
真
の
撮
影
が

行
わ
れ
、
和
や
か
で
華
や
か
な
成
人

式
と
な
り
ま
し
た
。

未
来
に
向
か
っ
て
輝
け
!
新
成
人

中尾 圭さん
（中川）

今川 裕樹さん
（御荘平城）
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内
海
地
域
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御
荘
地
域
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城
辺
地
域
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一
本
松
地
域
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西
海
地
域
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平
成
22
年

第
４
回
町
議
会
定
例
会

◆
議
会
事
務
局
か
ら
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 9～17

　

本
庁
議
場
で
、
平
成
22
年
第
４
回

町
議
会
定
例
会
を
開
催
し
、
平
成
22

年
度
（
平
成
21
年
度
実
績
）
教
育
委

員
会
点
検
・
評
価
の
報
告
の
後
、
内

海
支
所
及
び
内
海
公
民
館
の
移
転
に

伴
う
関
係
条
例
の
整
備
な
ど
条
例
制

定
及
び
改
正
が
４
議
案
、
深
浦
漁
港

海
岸
保
全
施
設
整
備
工
事
契
約
の
変

更
、
平
成
22
年
度
一
般
会
計
（
２

件
）
、
特
別
会
計
（
国
民
健
康
保

険
・
簡
易
水
道
）、
事
業
会
計
（
上

水
道
・
病
院
）
の
補
正
予
算
が
６
議

案
、
町
道
路
線
の
廃
止
及
び
認
定
が

２
議
案
、
宇
和
島
地
区
広
域
事
務
組

合
の
共
同
処
理
す
る
事
務
の
変
更
及

び
規
約
の
変
更
、
指
定
管
理
者
の
指

定
が
６
議
案
、
計
20
議
案
が
可
決
さ

れ
ま
し
た
。

　

そ
の
ほ
か
、
人
権
擁
護
委
員
候
補

者
の
藤
田
英ひ

で

子こ

氏
（
緑
甲
）
の
推
薦

に
同
意
さ
れ
ま
し
た
。
ま
た
、
食
の

安
全
・
安
心
と
食
料
自
給
率
向
上
、

農
業
の
再
生
を
求
め
る
請
願
書
が
採

択
、
内
需
を
拡
大
し
て
安
定
し
た
雇

用
の
創
出
を
求
め
る
請
願
書
及
び
最

低
保
障
年
金
制
度
創
設
を
求
め
る
意

見
書
提
出
の
請
願
書
が
そ
れ
ぞ
れ

不
採
択
と
な
り
、
「
地
方
財
政
の
充

実
」
「
地
方
分
権
に
対
応
す
る
地
方

議
会
の
確
立
」
「
米
価
下
落
へ
の
緊

急
対
策
」
「
食
の
安
全
・
安
心
と
食

料
自
給
率
の
向
上
政
策
」
を
求
め
る

意
見
書
及
び
「
環
太
平
洋
連
携
協
定

（
Ｔ
Ｐ
Ｐ
）」
に
関
す
る
意
見
書
が
そ

れ
ぞ
れ
可
決
さ
れ
ま
し
た
。

■
報
告
者　

総
務
文
教
常
任
委
員
会
委
員
長　

飯
田
利と

し

久ひ
さ

　

総
務
文
教
常
任
委
員
会
の
招
集　

平
成
22
年
10
月
26
日（
火
）

　

調
査
事
項
「
消
防
の
現
状
に
つ
い
て
」

　

今
回
、
当
委
員
会
は
提
出
資
料
に
基
づ
き
、
机
上
審
査
の
後
、
現
地
調
査
を

実
施
し
た
の
で
、
そ
の
結
果
を
報
告
す
る
も
の
で
あ
る
。

　

常
備
消
防
に
お
い
て
、
車
両
・
消
防
機
器
等
に
つ
い
て
は
十
分
設
備
・
配
備

さ
れ
て
い
る
も
の
の
、
消
防
庁
舎
に
つ
い
て
は
、
建
築
後
35
年
が
経
過
し
て
お

り
老
朽
化
が
著
し
く
、
空
調
機
器
も
設
置
後
18
年
が
経
過
し
て
お
り
、
ま
た
、

か
な
り
旧
式
の
電
気
系
統
通
信
設
備
を
使
用
し
て
お
り
、
現
在
は
業
務
に
支
障

は
な
い
と
の
こ
と
で
あ
る
が
、
い
つ
不
具
合
を
起
こ
し
て
も
お
か
し
く
な
い
状

況
で
あ
る
と
の
説
明
を
受
け
る
。
ま
た
、
多
様
化
す
る
業
務
等
、
ま
た
、
そ
れ

に
伴
う
様
々
な
機
器
の
設
置
に
よ
り
、
消
防
庁
舎
内
で
の
業
務
ス
ペ
ー
ス
の
確

保
に
苦
慮
し
て
い
る
状
況
で
あ
る
。

　

平
成
23
年
度
に
は
、
道
路
拡
張
に
伴
い
県
道
沿
い
の
訓
練
棟
を
含
め
た
敷
地

の
一
部
が
歩
道
に
な
る
と
の
説
明
を
受
け
た
が
、
当
委
員
会
と
し
て
は
、
現
在

の
消
防
庁
舎
が
大
規
模
な
災
害
時
に
そ
の
機
能
を
果
た
さ
れ
る
か
危
惧
し
て
お

り
、
財
政
面
も
踏
ま
え
た
効
率
的
な
設
備
の
見
直
し
も
含
め
て
、
消
防
署
ま
た
は

防
災
セ
ン
タ
ー
に
せ
よ
、
こ
れ
以
上
事
業
実
施
計
画
を
先
送
り
す
る
こ
と
な
く

早
急
に
建
設
地
を
検
討
し
、
建
て
か
え
す
べ
き
と
の
意
見
の
一
致
を
見
た
。

　

職
員
の
配
置
に
つ
い
て
は
、
管
外
搬
送
や
研
修
等
で
隊
員
が
減
少
す
る
場
合
に

も
、業
務
に
支
障
が
出
な
い
よ
う
万
全
の
体
制
を
確
保
す
る
よ
う
強
く
要
望
す
る
。

　

な
お
、
非
常
備
消
防
に
つ
い
て
は
、
今
後
も
不
足
す
る
消
防
団
員
の
確
保
に

努
め
て
い
た
だ
き
、
耐
用
年
数
の
過
ぎ
た
車
両
・
ポ
ン
プ
、
ま
た
、
老
朽
化
し

た
消
防
倉
庫
等
に
つ
い
て
は
、
地
域
の
要
望
を
踏
ま
え
て
更
新
及
び
改
築
す
べ

き
と
の
意
見
が
あ
っ
た
こ
と
を
つ
け
加
え
て
お
き
た
い
。

　

以
上
、総
務
文
教
常
任
委
員
会
の
意
見
を
集
約
し
調
査
結
果
を
報
告
い
た
し
ま
す
。

一
般
質
問

質
問
者

質　

問　

事　

項

草
木
原　

由よ
し　

幸ゆ
き

①
災
害
時
要
援
護
者
支
援
体
制
の
構
築
に
つ
い
て

②
町
営
浄
化
槽
整
備
推
進
事
業
の
実
施
状
況
に
つ
い
て

宮　

下　

一い
ち　

郎ろ
う

①
建
設
業
に
お
け
る
中
小
零
細
企
業
の
支
援
救
援
策
に
つ
い
て

内　

倉　

長ち
ょ
う  

蔵ぞ
う

①
民
有
林
の
間
伐
推
進
に
つ
い
て

②
固
定
資
産
税
の
徴
収
に
つ
い
て

西　

口　
　

孝
た
か
し

①
Ｔ
Ｐ
Ｐ
問
題
に
つ
い
て

②
町
営
住
宅
の
現
状
と
今
後
の
計
画
に
つ
い
て

③
町
活
性
化
施
策
の
提
案
制
度
の
創
設
に
つ
い
て

※
詳
し
く
は
、
町
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。
な
お
、
公
開
に
は
２
か
月
程
度
か
か

り
ま
す
の
で
ご
了
承
く
だ
さ
い
。
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委員を公募します！
◆総務課から「

支
え
合
う
力
」で

社
会
を
明
る
く
し
よ
う
！

◆
町
民
課
か
ら

委員の名称 水道事業運営審議会委員
職務の
内　容

水道事業の円滑な運営についての審議

報酬等
の条件

日額 7,000円（交通費支給あり）

公募委員数 ５名（委員定数８名）
任　期 平成23年4月1日から平成25年3月31日まで
応募資格 町内在住で20歳以上の方
募集期間 3月1日まで
応募方法 申込書を水道課又は各支所へ提出してください。
問い合わせ先
（担当課）

水道課（℡７２－０８３５）

委員の名称 都市計画審議会委員
職務の
内　容

都市計画に関する事項についての調査
及び審議

報酬等
の条件

日額 7,000円（交通費支給あり）

公募委員数 ３名（委員定数12名）
任　期 平成23年3月1日から平成25年2月28日まで

応募資格
町内在住者の20歳以上で都市計画に
関心のある方

募集期間 2月18日まで
応募方法 申込書を建設課又は各支所へ提出してください。
問い合わせ先
（担当課）

建設課（℡７２－７３１３）

委員の名称 病院事業運営懇話会委員
職務の
内　容

病院事業の健全かつ円滑な運営に関
すること

報酬等
の条件

日額 7,000円（交通費支給なし）

公募委員数 ９名以内（委員定数10名以内）
任　期 平成23年4月1日から平成25年3月31日まで
応募資格 町内在住者で20歳以上の方
募集期間 2月28日まで

応募方法
申込書を総務課又は各支所、国保一本松
病院、内海診療所へ提出してください。

問い合わせ先
（担当課）

国保一本松病院（TEL８４－２２５５）
内海診療所（TEL８５－０３４１）

　愛南町では、「水道事業運営審議会」及び
「都市計画審議会」並びに「病院事業運営懇話
会」の委員を募集しています。申込書は、担当
課又は町ホームページにありますので、必要事
項を記入の上申込みください。なお、他の委員
会等の委員を３以上兼務している方は、応募で
きませんのでご注意ください。

木田佳介くん

　

社
会
を
明
る
く
す
る
運
動
・
作
文

コ
ン
テ
ス
ト
で
、
愛
媛
県
代
表
６
作

品
の
う
ち
小
学
生
の
部
に
、
鈴
木
耀て

る

野の

さ
ん（
城
辺
小
６
年
）の
『
言
葉
の

力
』
と
本
多
咲さ

稀き

さ
ん（
久
良
小
５

年
）の
『
私
に
で
き
る
こ
と
』
が
、

ま
た
中
学
生
の
部
に
木
田
佳け

い

介す
け

く
ん

（
城
辺
中
３
年
）の
『
支
え
合
う
力
』

が
、優
秀
作
品
と
し
て
選
ば
れ
ま
し
た
。

　

木
田
く
ん
は
、
12
月
19
日
に
高
松

市
で
行
わ
れ
た
「
社
会
を
明
る
く
す

る
運
動
60
周
年
記
念
四
国
管
内
の
中

学
生
に
よ
る
作
文
発
表
会
」
で
、
教

師
と
の
関
わ
り
や
仲
間
と
の
信
頼
関

係
、
支
え
合
い
の
大
切
さ
に
つ
い

て
、
堂
々
と
発
表
し
ま
し
た
。

　

こ
の
作
文
コ
ン
テ
ス
ト
は
、日
常
の

家
庭
生
活
や
学
校
生
活
の
中
で
犯
罪

や
非
行
な
ど
に
関
し
て
考
え
、感
じ
た

こ
と
を
作
文
に
す
る
こ
と
で
、社
会
を

明
る
く
す
る
運
動
の
理
解
を
深
め
る

こ
と
を
目
的
に
行
わ
れ
て
い
ま
す
。

　

児
童
・
生
徒
の
思
い
が
、
犯
罪
や

非
行
の
な
い
地
域
社
会
づ
く
り
に
つ

な
が
る
こ
と
を
願
い
ま
す
。
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南
予
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
都
市
計

画
区
域
の
変
更
及
び
愛
南
都
市
計

画
区
域
マ
ス
タ
ー
プ
ラ
ン
の
説
明

会
と
公
聴
会
の
お
知
ら
せ
！

◆
建
設
課
か
ら

交
通
災
害
共
済
の
加
入
手
続

き
を
お
知
ら
せ
し
ま
す
！

◆
総
務
課
か
ら

　

南
予
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
都
市
計

画
区
域
を
宇
和
島
市
、
愛
南
町
の

各
々
の
区
域
に
分
割
し
て
で
き
る
愛

南
都
市
計
画
区
域
に
お
い
て
「
愛
南

都
市
計
画
区
域
マ
ス
タ
ー
プ
ラ
ン
」

を
策
定
し
ま
す
。
こ
れ
に
伴
い
、

「
南
予
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
都
市

計
画
区
域
の
変
更
」
及
び
「
愛
南
都

市
計
画
区
域
マ
ス
タ
ー
プ
ラ
ン
の
策

定
」
に
係
る
住
民
説
明
会
及
び
公
聴

会
を
開
催
し
ま
す
。

※
都
市
計
画
区
域
再
編
案
に
か
か

る
主
な
変
更
点

⑴
行
政
区
域
界
で
宇
和
島
都
市
計

画
区
域
と
愛
南
都
市
計
画
区
域
に

分
割

⑵
島
し
ょ
部
や
半
島
部
な
ど
を
都

市
計
画
区
域
か
ら
除
外

⑶
都
市
計
画
区
域
内
の
建
築
確
認

申
請
除
外
地
域
の
廃
止(

※
経
過
措

置
あ
り)

■
説
明
会

日
時　

３
月
４
日（
金
）18
時
30
分
〜

場
所　

御
荘
文
化
セ
ン
タ
ー
２
階
大

研
修
室

■
公
聴
会

日
時　

３
月
28
日（
月
）14
時
〜

場
所　

南
予
地
方
局
７
階
大
会
議
室

　
　
　

（
宇
和
島
市
天
神
町
７
―

１
）

※
公
聴
会
で
意
見
を
述
べ
よ
う
と

す
る
方（
愛
南
町
在
住
者
又
は
利
害

関
係
者
に
限
り
ま
す
）は
、
３
月
18

日
（
金
）（
必
着
）
ま
で
に
直
接
又
は

郵
送
で
次
の
様
式
に
よ
り
公
述
申

出
書
を
、
愛
媛
県
庁
都
市
計
画
課

（
〒
７
９
０
―

８
５
７
０
松
山
市

一
番
町
４
丁
目
４
―

２
）
又
は
愛

南
町
役
場
建
設
課
（
〒
７
９
８
―

４
１
９
６
愛
南
町
城
辺
甲
２
４
２
０

番
地
）
ま
で
１
部
提
出
し
て
く
だ
さ

い
。
な
お
、
期
日
ま
で
に
公
述
の
申

し
出
が
な
い
場
合
、
公
聴
会
は
中
止

と
な
り
ま
す
。

問
い
合
わ
せ

　

愛
媛
県
都
市
計
画
課

（
℡
０
８
９
―

９
１
２
―

２
７
３
８
）

　

愛
南
町
建
設
課

（
℡
７
２
―

７
３
１
３
）

公述申出書
愛南都市計画区域マスタープランの策定に
対して、次のとおり意見を述べたいので申
し出ます。
　　　　　　　　　　　平成　年　月　日
　　　　　愛媛県知事　中村時広　様  
　１．公述申出人
　　　 住所
　　　 氏名　　　　　　（年齢　歳）印
　　　 職業
　　　 連絡先　　　　　（電話　　　）
　２．意見の要旨及びその理由
　　　　　　　　　　　（別紙のとおり）

「意見の要旨及びその理由」
作成上の注意

（注１）400字詰原稿用紙１枚

以内に意見の要旨（２

～３行で）及びその理

由を区分して記載して

ください。

（注２）楷書で自筆し、横書き

としてください。

（注３）公述申出人はフリガナ

をつけてください。

共
済
掛
金
（
年
額
）

　

一
般　
　
　
　

７
０
０
円

　

中
学
生
以
下　

３
０
０
円

加
入
口
数

　

１
名
に
つ
き
１
口
に
限
り
ま
す
。

共
済
期
間　

平
成
23
年
４
月
１
日

〜
平
成
24
年
３
月
31
日

※
年
度
途
中
に
加
入
さ
れ
た
方
は
、

掛
金
を
納
め
た
日
の
翌
日
か
ら
平
成

24
年
３
月
31
日
ま
で
と
な
り
ま
す
。

加
入
資
格

○
町
内
に
居
住
し
、
住
民
基
本
台
帳

に
記
録
又
は
外
国
人
登
録
を
し
て
い

る
方

○
共
済
加
入
者
の
被
扶
養
者
等
で
町

外
に
居
住
さ
れ
て
い
る
方

申
込
用
紙
の
配
布

　

２
月
末
日
に
、
22
年
度
加
入
申
込

の
あ
っ
た
方
の
み
発
送
し
ま
す
。

申
込
先

　

総
務
課
・
各
支
所
又
は
所
定
の
金

融
機
関

問
い
合
わ
せ

　

総
務
課（
℡
７
２
―

１
２
１
１
）
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平
成
23
年
５
月（
４
月
使
用
分
）か
ら

水
道
料
金
が
改
定
さ
れ
ま
す
！

◆
水
道
課
か
ら

地
上
デ
ジ
タ
ル
放
送
視
聴
の
た
め
の

低
所
得
者
支
援
の
拡
大
に
つ
い
て
！

◆
総
務
課
か
ら

※
網
代
、
魚
神
山
、
油
袋
、
家
串
、

平
碆
、
須
ノ
川
地
区（
灘
地
区
以
外
）

を
除
き
ま
す
。

　

現
在
の
水
道
料
金
は
、
平
成
17
年

４
月
に
料
金
改
定
を
実
施
し
て
か
ら

５
年
が
経
過
し
て
お
り
、
そ
の
間
、

給
水
人
口
の
減
少
や
社
会
全
体
の
節

水
意
識
が
高
ま
る
な
ど
、
毎
年
水
道

料
金
収
入
が
減
少
し
て
お
り
ま
す
。

水
道
課
で
は
職
員
の
削
減
（
３
名

減

：

Ｈ
18 

17
名
↓
Ｈ
21 

14
名
）
や

一
部
簡
易
水
道
と
上
水
道
の
統
合
に

よ
る
事
務
効
率
化
な
ど
経
費
削
減
等

を
図
っ
て
ま
い
り
ま
し
た
が
、
上
水

道
事
業
会
計
に
お
い
て
平
成
20
年
度

決
算
で
約
３
千
万
円
の
赤
字
と
な
り

ま
し
た
。
こ
れ
以
上
、
経
営
努
力
に

よ
る
経
費
削
減
だ
け
で
は
、
事
業
費

を
確
保
す
る
こ
と
が
非
常
に
困
難
な

状
況
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

今
回
、
料
金
改
定
を
実
施
さ
せ

て
い
た
だ
く
こ
と
（
平
均
改
定
率

約
８
・
１
％
）
に
つ
い
て
は
、
非
常

に
厳
し
い
経
済
状
況
の
中
、
水
需

要
者
の
皆
様
に
は
大
変
な
ご
負
担
を

お
か
け
す
る
こ
と
と
な
り
ま
す
が
、

安
心
・
安
全
な
水
道
の
確
保
の
た
め

に
、
な
に
と
ぞ
ご
理
解
と
ご
協
力
を

お
願
い
し
ま
す
。

問
い
合
わ
せ

　

水
道
課（
℡
７
２
―

０
８
３
５
）

●現行の水道料金表

給水装置の諸別
基本料金１ヵ月につき

超過料金１㎥につき
水　量 料　金

専用・共用 8㎥まで 1,000円 160円
そ　の　他 8㎥まで 3,600円 160円
船　舶　用 １㎥につき300円

備考：「その他」とは臨時工事用で、不定期に使用するものです。
　　　水道料金は上記、基本料金と超過料金の合計に消費税を乗じた額とします。
　　　（10円未満切り捨て）

●新しい水道料金表

給水装置の諸別
基本料金１ヵ月につき

超過料金１㎥につき
水　量 料　金

専用・共用 8㎥まで 1,100円 170円
そ　の　他 8㎥まで 3,600円 170円
船　舶　用 １㎥につき300円

備考：「その他」とは臨時工事用で、不定期に使用するものです。
　　　水道料金は上記、基本料金と超過料金の合計に消費税を乗じた額とします。
　　　（10円未満切り捨て）

　家庭で1ヵ月20㎥使用される場合の新旧水道料金の比較例 
　現行水道料金　（1,000円＋160円×12㎥）×1.05＝3,060円
　新水道料金　（1,100円＋170円×12㎥）×1.05＝3,290円
　　　　　　　　　3,290円－3,060円＝230円の値上げとなります。

　

総
務
省
で
は
、
経
済
的
な
理
由
で

地
上
デ
ジ
タ
ル
放
送
が
視
聴
で
き
な

い
「
Ｎ
Ｈ
Ｋ
放
送
受
信
料
全
額
免
除

世
帯
」
に
対
す
る
支
援
を
行
っ
て
い

ま
す
。

　

今
回
、
そ
の
支
援
の
対
象
に
「
市

町
村
民
税
非
課
税
世
帯
」
を
加
え
る

こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
ま
だ
地
上
デ

ジ
タ
ル
放
送
に
対
応
で
き
て
い
な
い

「
世
帯
全
員
が
市
町
村
民
税
非
課
税

の
措
置
を
受
け
て
い
る
世
帯
」
に
、

簡
易
な
チ
ュ
ー
ナ
ー
（
１
台
）
を
無

償
で
給
付
（
配
送
）
し
ま
す
。

　

詳
し
く
は
、
総
務
省
地
デ
ジ
チ
ュ

ー
ナ
ー
支
援
実
施
セ
ン
タ
ー
（
℡

０
５
７
０
―

０
２
３
７
２
４
）
ま
で

問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。
な
お
、
Ｎ
Ｈ

Ｋ
放
送
受
信
料
全
額
免
除
世
帯
へ
の

支
援
に
つ
い
て
は
同
支
援
実
施
セ
ン

タ
ー（
０
５
７
０
―

０
３
３
８
４
０
）

ま
で
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。
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民
生
児
童
委
員
・
主
任
児
童

委
員
辞
令
伝
達
式
！

◆
保
健
福
祉
課
か
ら

　

城
辺
社
会
福
祉
会
館
で
、

改
選
さ
れ
た
民
生
児
童
委
員

88
名
と
主
任
児
童
委
員
３
名
の
辞
令

伝
達
式
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
続
い
て
、

長
年
民
生
児
童
委
員
と
し
て
地
域
福

祉
の
向
上
に
貢
献
さ
れ
た
18
名
に
、

厚
生
労
働
大
臣
感
謝
状
が
贈
呈
さ
れ

ま
し
た
。
ま
た
、
正
光
会
御
荘
病
院
の

長
野
敏と

し

宏ひ
ろ

院
長
を
講
師
に
、
「
共
に

生
き
る
・
共
に
働
く
〜
愛
南
町
の
メ

ン
タ
ル
ヘ
ル
ス
に
か
か
わ
る
実
践
〜
」

と
題
し
た
講
演
も
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

民
生
児
童
委
員
は
、
日
常
生
活
の

心
配
や
困
っ
た
こ
と
を
解
決
す
る
お

手
伝
い
を
し
て
い
ま
す
。
子
育
て
の

こ
と
や
経
済
的
な
こ
と
な
ど
、
何
で

も
構
い
ま
せ

ん
。
お
住
ま

い
の
地
区
の

民
生
児
童
委

員
に
お
気
軽

に
ご
相
談
く

だ
さ
い
。

 12/
     3

愛南町民生児童委員
主任児童委員名簿

（平成22年12月1日現在）

内海支部
氏　　名 担当地区

眞　菜　忠
ただ

　敏
とし

網代（網代・荒樫）

西　本　憲
けん

　三
ぞう

魚神山（魚神山・船越）

伊　勢　民
たみ

　夫
お

油袋（油袋・火打）

前　田　源
げん

　一
いち

家串

黒　田　章
しょう

  子
こ

平碆

岡　平　和
かず

　子
こ

須ノ川

松　本　明
あき

　義
よし

柏崎

木　口　喜
のぶ

　博
ひろ

柏（奥・梶屋敷・北原）

樫　元　都
つ き み

喜美 柏（脇田上・下）

御荘支部
氏　　名 担当地区

井　関　邦
くに

　秋
あき

御荘菊川（菊川１・２）

丸　田　カツミ 御荘菊川（菊川３・４）

尾　川　康
やす

　人
ひと

御荘平山

齋　藤　弘
ひろ

　文
ふみ

御荘長洲

上　田　靖
やす

　之
ゆき

御荘平城（長崎）

中　尾　豊
とよ

　文
ふみ 御荘平城（貝塚・
八幡野）

三　好　睦
むつ

　人
ひと 御荘平城（本町・
寺新町）

宇都宮　照
てる

　雄
お

御荘平城（栄町）

清　水　由
よし

　子
こ

御荘平城（上町・馬場）

市　川　乗
じょう

  地
じ

御荘平城（永ノ岡）

 井　上　　　誠
まこと

御荘和口

橋　本　迫
せこ

　人
んど

御荘長月（長月１・２）

赤　松　作
さく

　男
お

御荘長月（長月３・４）

大　西　さちこ 御荘平城（節崎）

梅　田　康
やす

　仁
ひと 御荘平城（馬瀬）・
深泥

 椙　山　　　健
つよし

防城成川

中　田　雅
まさ

　信
のぶ

赤水

古　川　榮
えい

　吉
きち

高畑

岩　﨑　千
ち

　束
ずか

中浦（尻貝）

清　水　衣
きぬ

　代
よ

中浦（奥ノ谷）

佐　藤　健
けん

　吾
ご

中浦（中ノ谷・高手）

山　本　みちえ 中浦（灘前・左右水）

山　田　ヨシ子
こ

猿鳴

城辺支部
氏　　名 担当地区

大　野　カヨ子
こ

僧都（大僧都・小僧都）

原　田　亮
りょう

  三
ぞう

僧都（僧都中・下）

砂　田　豊
とよ

　秋
あき

緑丙（山出）

金　子　敦
あつ

　子
こ 緑甲（大久保・梶
郷・大道・樫床）

 谷　口　　　功
いさお

緑乙（岡・樋口・西柳）

増　﨑　元
もと

　吉
よし 緑乙（中緑・当時・
下緑・左谷）

安　岡　昌
まさ

　彦
ひこ 城辺甲（太場・豊
田・豊田住宅）

清　家　千
ち

　秋
あき

城辺甲（長野・石井手）

河　内　政
まさ

　德
のり

城辺甲（下長野）

土　居　由
ゆ

　美
み

城辺甲（矢の町・中町）

白　石　幸
こう

　平
へい 城辺甲（清水・沖・
後・松本）

若　林　秀
ひで

　樹
き

城辺甲（伊勢町・北裡)

岡　田　俊
とし

　明
あき 城辺甲（久保・鳥
越・中原）

松　田　史
ちか

　子
こ

城辺乙（三島・土居）

加　洲　芳
よし

　信
のぶ

脇本

福　森　幸
ゆき

　和
かず

中玉

 氏　家　　　歩
あゆみ

敦盛・大浜・柿ノ浦

 山　本　　　滿
まつる

岩水

濵　　　孝
たか

　子
こ

垣内

加　藤　紀
のり

　子
こ

深浦（東浜・西浜・鼻前）

中　平　英
ひで

　明
あき

深浦（中組・奥前）

田　下　一
かず

　二
つぎ

鯆越・古月

濵　見　安
やす

　子
こ

久良（日土）

中　田　清
きよ

　志
し

久良（大寿浦・真浦）

本　多　惠
けい

　子
こ

久良（西真浦）

二　宮　公
きみ

　惠
え

久良（新浦）

橋　本　百
もも

　代
よ

蓮乗寺

一本松支部
氏　　名 担当地区

 森　内　　　優
ゆたか 正木（御在所・大
駄場・太田）

岡　﨑　三
み え こ

枝子
正木（下一・下二・徳
田・宮川・本村）

山　﨑　由
ゆ き こ

起子

増田（八人組・東中
屋・西中屋・東中組・
中組・西中組・内尾
串一・内尾串二・内
尾串三）

豊　田　初
はつ

　美
み

増田（広岡・平畑・中串）

 嘉　新　　　隆
たかし 小山（東小山・本村

一・本村二・坂石）

民　家　トラミ 中川（新田・大又・
影平）

東　　　章
しょう

  子
こ 中川（名本・奈呂・
光野・茶堂）

大　西　吉
よし

　久
ひさ

広見（弓張・古宅・駄場）

 岩　﨑　　　巧
たくみ 広見（岡駄場・名路・

向山）増田（亀之串）

山　下　延
のぶ

　夫
お 上大道（東一・東二・
西一・西二・久保江）

和　泉　千
ち よ み

代美 満倉（坪浜・西組）

岡　原　牧
まき

　男
お 一本松（東部一・
東部二・南部）
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人
事
異
動
及
び
退
職
者
を

お
知
ら
せ
し
ま
す
！

◆
総
務
課
か
ら

石
垣
の
里
だ
ん
だ
ん
雛
祭
り

石
雛
募
集
！

◆
西
海
支
所
か
ら

二　神　洋
よう

　子
こ

一本松（西部・北部）

西海支部
氏　　名 担当地区

内　田　留
る

　美
み

越田・弓立

清　水　定
さだ

　代
よ

小浦・樫月

三　好　榮
え み こ

美子 船越（船越東）

濱　本　秀
ひで

　雄
お

船越（船越西）

池　田　多
た

　美
み

久家

山　下　啓
けい

　子
こ

下久家

濱　田　かよ子
こ

樽見

 濱　田　　　操
みさお

大成川

竹　田　ちどり 小成川

濱　本　紀
のり

　子
こ

福浦（福浦西）

坂　本　あけみ 福浦（福浦東）

坂　井　美
み ち こ

千子 麦ケ浦

菅　原　千
ち

代
よ

郎
ろう

武者泊

吉　田　さとみ 外泊

吉　田　恭
きょう

  一
いち

中泊

畑　部　嘉
よし

　子
こ

内泊

主任児童委員
氏　　名 担当地区

時　岡　トヨミ 内海・御荘地域

中　尾　眞
ま ち こ

知子 城辺地域

大　西　浩
ひろ

　樹
き

一本松・西海地域

　

平
成
23
年
１
月
１
日
付
け
発
令

で
、
次
の
と
お
り
人
事
異
動
を
実
施

し
ま
し
た
。

　

ま
た
、
平
成
22
年
12
月
10
日
付
で

宮
下
満み

つ

夫お

さ
ん
（
一
本
松
公
民
館
係

長
）
が
、
同
年
12
月
31
日
付
で
本
田

和か
ず

江え

さ
ん
（
保
健
福
祉
課
栄
養
士
）

が
退
職
さ
れ
ま
し
た
の
で
お
知
ら
せ

し
ま
す
。

新所属　職名 旧所属 職名 氏　名

城辺公民館 館長 生涯学習課 
人権啓発室 室長

高木正
まさ

夫
お

内海公民館 館長
（併）総務課 
　地域支援係
（併）町民課 
　住民係

DE・あ・い・21
所長

河野和
かず

稔
とし

生涯学習課 
人権啓発室 室長

内海公民館 館長
（併）総務課 
　地域支援係
（併）町民課 
　住民係

木網玄
しげ

樹
き

内海公民館 
管理事業係 主査
（併）総務課 
　地域支援係
（併）町民課 
　住民係

DE・あ・い・21 
管理事業係 主査

池田大
だい

作
さく

内海公民館 
管理事業係 主査
（併）総務課 
　地域支援係
（併）町民課 
　住民係

DE・あ・い・21 
管理事業係 主査

田中香
か お り

穂理

　

外
泊
の
「
石
垣
守
ろ
う
会
」
で

は
、
『
だ
ん
だ
ん
雛
祭
り
』
の
作
品

を
募
集
し
て
い
ま
す
。
た
く
さ
ん
の

応
募
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

作
品
規
格　

基
本
的
に
石
を
原
材
料

に
し
て
く
だ
さ
い
。
石
の
大
き
さ
は

20
㎝
程
度
、数
は
１
個
で
も
数
個
の
石

を
組
み
合
わ
せ
て
も
構
い
ま
せ
ん
。

※
野
外
展
示
の
た
め
、
風
雨
に
耐
え

る
作
品
を
お
願
い
し
ま
す
。（
雨
な

ど
で
色
や
形
が
変
形
し
な
い
よ
う
に

注
意
）

応
募
方
法　

作
品
に
住
所
・
氏
名
・

年
齢
・
電
話
番
号（
学
生
は
学
校
名

学
年
）を
記
し
た
も
の
を
添
付
し
て

西
海
支
所(

〒
７
９
８
―

４
２
９
２
愛

南
町
船
越
１
２
８
９
―

１
）又
は
西
海

公
民
館(

〒
７
９
８
―

４
２
９
２
愛
南

町
船
越
１
０
５
７
）ま
で
応
募
し
て

く
だ
さ
い
。

募
集
期
間　

２
月
１
日（
火
）

〜
２
月
25
日（
金
）

展
示
期
間　

３
月
３
日（
木
）

〜
４
月
３
日（
日
）

展
示
場
所

　

愛
南
町
外
泊（
野
外
展
示
）

問
い
合
わ
せ

　

西
海
支
所（
℡
８
２
―

１
１
１
１
）

　

西
海
公
民
館（
℡
８
２
―

０
０
６
９
）
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食
育
と
食
品
産
業
！

◆
愛
大
南
予
水
産
研
究
セ
ン
タ
ー
か
ら

　
　

板
橋　
　

衛
ま
も
る

（
愛
媛
大
学
農
学
部
准
教
授
）

　
　

愛
南
町
食
育
協
働
部
会
・

産
業
部
会

健康部会

産業
部会

教育
部会

　

食
育
と
の
関
係
か
、
食
料
自
給
率

と
の
関
係
か
、
記
憶
が
定
か
で
は

な
い
が
、
か
つ
て
読
ん
だ
新
聞
記
事

に
、
個
人
に
対
し
て
食
生
活
改
善
を

勧
め
て
も
無
理
で
あ
る
か
ら
、
食
品

産
業
へ
の
指
導
・
支
援
を
中
心
に
施

策
を
行
う
べ
き
主
旨
の
論
考
が
掲
載

さ
れ
て
い
た
。
今
、
思
い
出
し
て
み

る
と
、
こ
れ
は
２
つ
の
点
で
意
味
深

な
論
考
で
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。

１
つ
は
、
我
々
の
食
生
活
が
食
品
産

業
の
影
響
を
き
わ
め
て
強
く
受
け
て

い
る
と
い
う
事
実
認
識
を
突
き
つ
け

た
こ
と
で
あ
る
。
も
う
１
つ
は
、
食

生
活
の
改
善
の
方
向
性
を
、
食
品
産

業
の
戦
略
と
整
合
性
を
持
た
せ
る
意

図
が
あ
っ
た
の
で
な
い
か
と
思
わ
れ

る
が
、
こ
の
こ
と
を
考
え
て
み
よ
う
。

　

漠
然
と
し
た
概
念
で
は
あ
る
が
、

食
生
活
の
改
善
と
い
う
と
、
万
人
に

と
っ
て
賛
同
を
得
ら
れ
る
事
柄
で
あ

る
と
考
え
ら
れ
が
ち
で
あ
る
。
し
か

し
、
消
費
を
促
進
し
て
き
た
食
品
産

業
界
に
と
っ
て
は
、
受
け
入
れ
ら
れ

る
内
容
で
あ
る
と
は
限
ら
な
い
。
肥

満
が
社
会
的
な
問
題
に
ま
で
な
っ
て

い
る
ア
メ
リ
カ
に
お
い
て
は
、
食
生

活
の
改
善
は
至
上
命
題
で
あ
る
よ
う

に
思
わ
れ
る
が
、
食
品
産
業
界
の
抵

抗
に
よ
り
、
食
生
活
の
助
言
を
骨
抜

き
に
す
る
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
し
か
示
す

こ
と
が
で
き
な
い
事
情
が
あ
る
と
言

わ
れ
て
い
る
。

　

日
本
に
お
い
て
は
ど
う
で
あ
ろ

う
か
。
最
近
は
報
道
を
耳
に
し
な

い
が
、
食
育
基
本
法
が
制
定
さ
れ

た
頃
は
、
食
品
メ
ー
カ
ー
が
管
理
栄

養
士
の
資
格
を
も
っ
た
職
員
を
小
学

校
な
ど
の
食
育
の
授
業
に
派
遣
し
、

ポ
テ
ト
チ
ッ
プ
ス
の
適
正
な
消
費
量

を
指
導
し
て
い
た
。
ま
た
、
食
品
産

業
の
広
告
で
は
、
科
学
的
に
身
体
に

良
い
と
言
わ
れ
る
栄
養
素
を
１
つ
で

も
含
ん
で
い
る
と
、
そ
れ
を
ク
ロ
ー

ズ
ア
ッ
プ
し
て
消
費
者
に
訴
え
か

け
る
。
し
か
も
、
新
し
い
概
念
が

常
に
氾
濫
し
、
混
乱
し
つ
つ
も
消
費

者
は
、
健
康
増
進
に
役
立
つ
食
品
で

あ
れ
ば
試
し
て
み
た
い
と
い
う
感
覚

で
次
々
と
新
商
品
に
飛
び
つ
い
て
い

る
。
日
本
の
場
合
は
、
食
生
活
の
改

善
と
い
う
命
題
を
逆
手
に
と
っ
た
戦

略
を
食
品
産
業
が
構
築
し
て
い
る
よ

う
で
も
あ
る
。

　

食
品
産
業
が
、
か
く
も
熱
心
に
、

身
体
に
良
い
と
主
張
す
る
商
品
を
開

発
す
る
理
由
は
、
国
民
の
食
生
活
の

改
善
や
健
康
を
本
当
に
願
っ
て
の
こ

と
で
あ
ろ
う
か
。
食
料
は
、
基
本
的

な
需
要
量
に
は
限
界
が
あ
り
、
他
の

需
要
を
奪
う
か
、
過
剰
摂
取
し
な
け

れ
ば
と
需
要
は
拡
大
し
な
い
。
ア
メ

リ
カ
の
食
品
産
業
界
の
戦
略
は
そ
の

需
要
拡
大
に
あ
り
、
高
齢
化
が
進
み

人
口
が
減
少
す
る
日
本
の
場
合
は
、

健
康
問
題
を
戦
略
の
柱
に
し
て
い
る

の
で
あ
ろ
う
。
と
は
い
え
、
食
品
産

業
の
目
的
は
利
益
で
あ
り
、
日
本
で

の
需
要
拡
大
が
望
め
な
い
企
業
は
、

積
極
的
に
海
外
に
進
出
し
、現
地
企
業

を
買
収
し
て
い
る
の
が
現
状
で
あ
る
。

　

食
育
と
い
う
言
葉
も
一
人
歩
き
す

る
と
何
に
利
用
さ
れ
る
か
わ
か
ら
な

愛
な
ん
食
育
推
進

第
10
回

い
。
愛
南
町
に
お
け
る
食
育
推
進

は
、
地
場
の
産
業
を
基
本
と
し
て
、

地
に
足
の
つ
い
た
計
画
を
作
成
し

た
。
こ
れ
か
ら
の
実
践
に
お
い
て

も
、
３
つ
の
部
会
が
連
携
を
と
り
、

地
元
立
脚
の
取
組
を
行
っ
て
い
き
た

い
と
思
っ
て
い
る
。

※
本
稿
に
お
け
る
食
品
産
業
と
は
、
食
品
製

造
業
、
外
食
産
業
、
小
売
業
の
総
称
で
あ

り
、
大
手
企
業
を
イ
メ
ー
ジ
し
て
い
る
。
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２
月
の
犬
・
ね
こ
の
引
取
日

は
、次
の
と
お
り
で
す

◆
環
境
衛
生
課
か
ら

城
辺
高
齢
者
共
同
住
宅

入
居
者
募
集
に
つ
い
て
！

◆
高
齢
者
支
援
課
か
ら

食
育
推
進
大
会
！

◆
水
産
課
水
産
研
究
開
発
室
か
ら

　

２
日
・
９
日
・
16
日

　

水
曜
日
の
８
時
30
分
〜
10
時

３
月
の
引
取
日
は
、

　

２
日
・
９
日
・
16
日
・
30
日

　

水
曜
日
の
８
時
30
分
〜
10
時

　

引
取
り
に
つ
い
て
は
、
決
め
ら

れ
た
時
間
内
に
、
認
め
印
を
持
っ

て
環
境
衛
生
課
又
は
各
支
所
環
境

観
光
係
ま
で
連
れ
て
来
て
く
だ
さ

い
。
な
お
、飼
い
犬
・
飼
い
ね
こ
の
場

合
は
、有
料（
愛
媛
県
収
入
証
紙
が
必

要
）で
す
の
で
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

　

詳
し
く
は
、
環
境
衛
生
課
（
℡

７
２
―

７
３
１
６
）
ま
で
問
い
合
わ

せ
く
だ
さ
い
。

　

御
荘
文
化
セ
ン
タ
ー
で
、
「
よ
く

か
む
こ
と
は
健
康
の
は
じ
ま
り
！
」

を
テ
ー
マ
に
「
２
０
１
０
愛
南
町
食

育
推
進
大
会
」
を
開
催
し
ま
し
た
。

　

大
会
で
は
、
町
内
中
学
校
、
小
学

校
、
保
育
所
で
む
し
歯
ゼ
ロ
率
が
ナ

ン
バ
ー
ワ
ン
だ
っ
た
城
辺
中
学
校
、

長
月
小
学
校
、
船
越
保
育
園
に
「
愛

な
ん
歯
つ
ら
つ
大
賞
」
が
贈
ら
れ
、

続
い
て
、
若
林
良よ

し

和か
ず

町
食
育
協
働
部

会
長
（
愛
大
教
授
）
と
浅
海
裕ひ

ろ

紀き

先

生
（
あ
さ
う
み
歯
科
医
院
長
）
か
ら

愛
南
町
の
食
育
推
進
に
関
す
る
講

演
、
船
越
小
学
校
児
童
に
よ
る
食
育

成
果
発
表
が
行
わ
れ
ま
し
た
。 12/

    19

　

65
才
以
上
の
ひ
と
り
暮
ら
し
の
方

で
、
生
活
に
不
安
を
感
じ
て
お
ら
れ

る
方
に
安
心
し
て
生
活
を
送
っ
て
い

た
だ
く
た
め
現
在
、
空
室
の
入
居
者

を
募
集
し
ま
す
。
ま
た
、
施
設
の
見

学
を
希
望
の
方
は
、
左
記
ま
で
ご
連

絡
く
だ
さ
い
。

申
込
受
付
期
間　

２
月
１
日（
火
）

〜
２
月
25
日（
金
）

問
い
合
わ
せ　

　

高
齢
者
支
援
課

（
℡
７
２
―

７
３
２
５
）

施
設
の
概
要

城
辺
高
齢
者
共
同
住
宅

入
居
者
募
集
数

１
人
世
帯
用　

２
名

入
居
費
用
及
び
使
用
料

月
額
１
５
，０
０
０
円

敷
金

使
用
料
２
か
月
分
に
相
当

個
人
負
担

食
事
費
用
、
電
気
料
実
費
負
担

申
込
み
・
問
い
合
わ
せ

高
齢
者
支
援
課（
℡
７
２
―

７
３
２
５
）又
は
各
支
所

住
民
福
祉
係

　

ま
た
、
食
育
ト
ー
ク
シ
ョ
ー
「
ア

ス
リ
ー
ト
の
食
生
活
」
で
は
、
北
京

五
輪
ビ
ー
チ
バ
レ
ー
日
本
代
表
チ
ー

ム
だ
っ
た
佐
伯
美み

香か

さ
ん
、
楠
原
千ち

秋あ
き

さ
ん
、
徳
野
涼り

ょ
う
こ子

さ
ん
か
ら
、
自

身
の
体
験
に
基
づ
い
た
食
の
大
切
さ

な
ど
に
つ
い
て
語
っ
て
い
た
だ
き
ま

し
た
。
大
会
終
了
後
、
佐
伯
さ
ん
達

は
一
本
松
交
流
促
進
セ
ン
タ
ー
で
行

わ
れ
た
小
学
生
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
教
室

に
指
導
者
と
し
て
参
加
し
て
い
た
だ

き
ま
し
た
。

　

こ
の
ほ
か
、
あ
い
な
ん
歯
つ
ら
つ

体
操
の
発
表
、
城
辺
保
育
所
園
児
に

よ
る
食
育
ダ
ン
ス
、
町
食
生
活
改
善

推
進
協
議
会
に
よ
る
地
場
産
料
理
試

食
会
な
ど
も
行
わ
れ
、
多
く
の
来
場

者
で
賑
わ
い
ま
し
た
。
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お
早
め
に
！

春
の
確
定
申
告
！

◆
宇
和
島
税
務
署
か
ら

県
有
地
売
払
い
の

お
知
ら
せ
！

◆
愛
媛
県
か
ら

●

愛南町役場
御荘支所

愛南警察署

僧都川

至国道56号

売払地　物件番号１

売払地　物件番号３

売払地　物件番号２

愛媛県愛南庁舎
●●

Ｎ

　

今
年
も
確
定
申
告
の
時
期
に
な
り

ま
し
た
が
、
確
定
申
告
の
準
備
は
、

も
う
お
済
み
で
す
か
。
申
告
は
正
し

く
、
お
早
め
に
。
納
税
は
、
振
替
納

税
の
ご
利
用
を
お
勧
め
し
ま
す
。

申
告
と
納
税
は

　

所
得
税　

３
月
15
日（
火
）

　

消
費
税
及
び
地
方
消
費
税　

３
月

31
日（
木
）ま
で

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
で
簡
単
に
申
告
書

の
作
成
が
で
き
ま
す
！

　

国
税
庁
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
「
確
定

申
告
書
等
作
成
コ
ー
ナ
ー
」（
国
税

庁
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
ア
ド
レ
ス http://

w
w
w
.nta.g

o
.jp

）で
は
、
画
面
の
案

内
に
従
っ
て
金
額
等
を
入
力
す
れ

ば
、
所
得
税
、
消
費
税
の
申
告
書
や

青
色
申
告
決
算
書
な
ど
が
簡
単
に
作

成
で
き
ま
す
。
作
成
し
た
デ
ー
タ
は

Ａ
４
の
普
通
紙
に
印
刷
し
て
「
書

面
」
に
よ
り
税
務
署
へ
提
出
で
き

る
ほ
か
、
「
ｅ
―

Ｔ
ａ
ｘ（
国
税
電
子
申

告
・
納
税
シ
ス
テ
ム
）」
を
利
用
し

て
提
出
す
る
こ
と
も
で
き
ま
す
。
ま

た
、
確
定
申
告
書
用
紙
や
収
支
内
訳

書
用
紙
等
は
、
国
税
庁
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
か
ら
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
が
で
き
ま
す

の
で
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

電
子
申
告
書
の
有
効
期
限
は
３
年
で

す
！

　

住
民
基
本
台
帳
カ
ー
ド
の
電
子
証

明
書
の
有
効
期
限
は
３
年
と
な
っ
て

お
り
、
有
効
期
限
切
れ
の
場
合
は
、

電
子
証
明
書
の
更
新
を
お
願
い
し
ま

す
。

　

な
お
、
住
民
基
本
台
帳
カ
ー
ド
の

電
子
証
明
書
の
更
新
は
、
各
市
町
村

窓
口
で
お
願
い
し
ま
す
。

　

ま
た
、
電
子
証
明
書
の
更
新
を

行
っ
た
場
合
は
、
更
新
し
た
電
子
証

明
書
を
ｅ
―

Ｔ
ａ
ｘ
に
再
度
登
録
す
る

必
要
が
あ
り
ま
す
。

　

詳
し
く
は
、ｅ
―

Ｔ
ａ
ｘ
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
【http://w

w
w
.e

―tax.nta.go
.jp

】
を

ご
覧
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ　

宇
和
島
税
務
署

（
℡
０
８
９
５
―

２
２
―

４
５
１
１
）

※
税
務
署
の
代
表
電
話
に
お
か
け
い

た
だ
く
と
、自
動
音
声
案
内
が
流
れ
ま

す
の
で
、
そ
の
案
内
に
従
っ
て
、
ご
用

件
の
番
号
を
選
択
し
て
く
だ
さ
い
。

　

愛
媛
県
で
は
、愛
南
町
に
所
在
す
る

県
有
地
を
次
の
と
お
り
売
払
い
ま
す
。

問
い
合
わ
せ　

愛
媛
県
総
務
部
管
理

局
総
務
管
理
課
財
産
管
理
グ
ル
ー
プ

　

〒
７
９
０
―

８
５
７
０

　

松
山
市
一
番
町
四
丁
目
４
番
地
２

（
℡
０
８
９
―

９
１
２
―

２
２
５
５
） 　

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
ア
ド
レ
ス

（http://w
w
w
.pref.ehim

e.jp/

）

物件番号 １ ２ ３

物件名
元南宇和
高等学校
プール

元南宇和
高等学校
職員住宅

元御荘警察署
副署長宿舎敷
地

所在地
御荘平城
3027番

御荘和口
67番1

御荘平城
2948番1

地目 学校用地 宅地（建付地）宅地

面積 1,212.82㎡ 514.91㎡ 278.09㎡

契約方法
一般競争入札
（事前申込必要）

一般競争入札
（事前申込必要）

公募抽選
（事前申込必要）

予定価格 8,750,000円 4,240,000円 6,930,000円

現地説明
2月15日（火）
13時から

2月15日（火）
14時30分から

2月15日（火）
11時から

申込締切
3月8日（火）
17時15分まで

3月8日（火）
17時15分まで

3月8日（火）
17時15分まで

入札（抽選）
日時

3月22日（火）
午前11時から

3月22日（火）
13時から

3月22日（火）
14時から

入札（抽選）
会場

愛南警察署
３階
大会議室

愛南警察署
３階
大会議室

愛南警察署
３階
大会議室
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２月の保健事業のお知らせ 国
民
年
金

よ
く
あ
る
質
問
！

◆
町
民
課
か
ら

 

Ｑ.

受
け
取
れ
る
年
金
額
を
で
き

る
だ
け
増
や
し
た
い
の
で
す
が
、
ど

う
す
れ
ば
よ
い
で
す
か
？

 

Ａ.

老
齢
基
礎
年
金
は
、
満
額
で

79
万
２
千
１
０
０
円
で
す
。
こ
の
年

金
額
は
、
20
歳
か
ら
60
歳
に
な
る
ま

で
40
年
（
４
８
０
月
）
間
漏
れ
な
く

保
険
料
を
納
め
た
場
合
に
受
け
取
れ

る
年
金
額
で
、
年
金
額
を
増
や
す
た

め
に
加
入
期
間
を
こ
れ
以
上
増
や
す

こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
。

　

し
か
し
、
左
記
の
よ
う
な
方
法
に

よ
っ
て
、
受
け
取
る
年
金
額
を
増
や

す
こ
と
が
可
能
で
す
。

●
任
意
加
入

　

ま
ず
一
つ
は
、
加
入
期
間
が
40
年

に
満
た
な
い
人
の
場
合
、
60
歳
か
ら

65
歳
ま
で
、
任
意
加
入
す
る
方
法
で

す
。

　

国
民
年
金
の
保
険
料
の
納
め
忘
れ

な
ど
に
よ
り
、
保
険
料
の
納
付
済

期
間
40
年
間
に
満
た
な
い
場
合
は
、

60
歳
か
ら
65
歳
に
な
る
ま
で
の
間
に

国
民
年
金
に
任
意
加
入
し
て
、
満
額

の
年
金
に
近
づ
け
る
こ
と
が
で
き
ま

す
。
た
だ
し
、
厚
生
年
金
保
険
（
サ

ラ
リ
ー
マ
ン
等
）、
共
済
組
合
（
公

務
員
等
）
の
加
入
者
（
第
２
号
被
保

険
者
）
の
方
は
、
任
意
加
入
す
る
こ

と
は
で
き
ま
せ
ん
。

●
付
加
保
険
料

　

ま
た
、
も
う
一
つ
は
、
定
額
保
険

料
の
ほ
か
に
付
加
保
険
料
を
納
付
す

る
方
法
で
す
。

　

付
加
保
険
料
は
、
月
額
４
０
０
円

で
す
。
付
加
年
金
の
受
給
額
は
、

２
０
０
円
×
付
加
保
険
料
納
付
月
数

で
計
算
し
ま
す
。

　

た
と
え
ば
、
付
加
保
険
料
を
10
年

間
納
付
し
た
場
合
、

　

付
加
保
険
料
４
０
０
円
×
10
年

（
１
２
０
月
）＝
４
８
，０
０
０
円

　

付
加
年
金
額
２
０
０
円
×
10
年

　

今
月
の
社
会
保
険
・

　
　
　
　

年
金
一
日
相
談

 

○
２
月
18
日（
金
）

　

 

10
時
〜
15
時
30
分

　

 

（
城
辺
商
工
会
館
２
階
）

乳幼児健康診査
内　容 日 曜日 場　所 対象者

３歳児健診   8日 火

城辺保健福祉センター

H１９年１１月１日～H１９年１２月３１日生

乳児健診 15日 火 H２２年  ８月１日～H２２年  ９月３０日生

５歳児健診 22日 火 H１７年１２月１日～H１８年  １月３１日生

育児相談
内　容 日 曜日 場　所 受付時間

みるく広場   4日 金 一本松保健センター ９：３０～１１：００

育児相談
  9日 水

内海保健センター ９：３０～１１：３０

すくすく相談 城辺保健福祉センター １３：３０～１５：００

うみのこ広場 17日 木
西海支所２階
親子ふれあい交流室

９：３０～１１：３０

みなみっ子 28日 月 御荘夢創造館 ９：３０～１１：３０

その他
内　容 日 曜日 場　所 時　　間

病態栄養相談 16日 水

城辺保健福祉センター

１３：３０～１５：００

事前申込み

両親学級
かるがも教室

20日 日
９：３０～１１：３０

事前申込み

乳児栄養相談
もぐもぐ教室

23日 水
１３：３０～１５：３０

事前申込み

（
１
２
０
月
）＝
２
４
，０
０
０
円（
年

額
）

　

付
加
年
金
を
２
年
間
受
給
す
る
と

納
付
し
た
付
加
保
険
料
総
額
と
同
額

と
な
り
ま
す
。

※
右
記
の
付
加
年
金
額
は
、
65
歳
か

ら
受
給
し
た
場
合
の
年
金
額
で
す
。

●
繰
下
げ
受
給

　

さ
ら
に
、
年
金
額
を
増
や
す
も
う

一
つ
の
方
法
は
、
65
歳
か
ら
年
金
を

受
け
ず
に
、
66
歳
以
後
70
歳
ま
で
年

金
の
受
給
を
遅
ら
せ
て
受
け
る
よ
う

に
す
る
方
法
、
い
わ
ゆ
る
繰
り
下
げ

受
給
す
る
方
法
で
す
。

　

繰
下
げ
受
給
は
、
66
歳
に
な
る
ま

で
老
齢
基
礎
年
金
を
受
給
せ
ず
に
、

66
歳
以
後
に
申
出
を
す
る
こ
と
に
よ

り
、
65
歳
に
な
っ
た
月
か
ら
繰
下
げ

の
申
出
を
し
た
月
の
前
月
ま
で
の
月

数
に
応
じ
て
加
算
さ
れ
た
年
金
額
を

受
け
取
る
方
法
で
す
。
こ
の
加
算
さ

れ
る
率
は
、
１
月
あ
た
り
０
・
７
％

で
す
。
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蛍光管は電気店又は環境衛生センターへ

 

税
務
課
等
か
ら
！

２
月
納
税
等
の
お
知
ら
せ

２・３月行事予定表

第１日曜日   6日 県立南宇和病院 城 辺 甲 ☎72-1231

建国記念の日 11日 西本病院 御荘平城 ☎73-2121

第２日曜日 13日 岡澤クリニック 御荘平城 ☎70-1511

第３日曜日 20日 国保一本松病院 一 本 松 ☎84-2255

第４日曜日 27日 福浦診療所 福　　浦 ☎83-0510

備考１．診療時間は午前９時から午後４時まで。
　　２．診療科目は内科系の救急患者とします。

日曜日・祝祭日 県立南宇和病院 城 辺 甲 ☎72-1231

２月の当直医
一　般　内　科

救　急　担　当

固

定

資

産

税

4期分/

4期分

国

民

健

康

保

険

税

9期分/

10期分

介

護

保

険

料

後
期
高
齢
者
医
療
保
険
料

8期分/

9期分

保

育

所

保

育

料

月末

下

水

道

使

用

料

町
税
を
滞
納
し
て
い
る
方
に
は
、
ま
ず
督
促
状

に
よ
っ
て
納
税
を
促
し
て
い
ま
す
。
町
税
を
滞

納
さ
れ
ま
す
と
、
本
来
、
納
め
る
べ
き
税
額
の
ほ
か

に
延
滞
金
が
か
か
り
ま
す
。

❶
町
税
等
、
住
宅
使
用
料
、
住
宅
共
益
費
、
駐
車

場
使
用
料
は
、
毎
月
、
当
月
分
が
月
末
に
振
替

と
な
り
ま
す
。
な
お
、
該
当
日
が
休
日
の
場
合

は
、
翌
日
と
な
り
ま
す
。

❷
上
水
道
使
用
料
・
簡
易
水
道
使
用
料
の
振
替

日
は
毎
月
21
日
、
再
振
替
日
は
翌
月
の
10
日

で
す
。

城　辺

中
玉
バ
ス
停
跡
、
旧
深
浦
漁
協
冷
蔵
庫
前
、
久
良
ふ
る
さ
と
セ
ン
タ
ー
・
深
浦

公
民
館
、
小
屋
ノ
浦
・
古
月
・
鯆
越
・
脇
本
各
集
会
所

2/28

3/28

僧
都
ふ
れ
あ
い
交
流
館
、
緑
基
幹
集
落
セ
ン
タ
ー
、
三
島
団
地
、
愛
南
町
役

場
、
山
出
・
太
場
・
豊
田
・
長
野
各
集
会
所
、
中
ノ
谷
・
鼻
共
同
住
宅
横

2/24

3/24

城
の
辺
学
習
館
、
東
海
公
民
館
、
矢
の
町
・
松
本
・
蓮
乗
寺
・
敦
盛
各
集
会

所

2/22

3/22

西　海

中
泊
埋
立
駐
車
場
、
西
海
支
所
、
西
海
保
健
セ
ン
タ
ー
、
外
泊
・
内
泊
・
船
越
・

小
浦
・
弓
立
・
越
田
各
集
会
所

2/18

3/18

武
者
泊
消
防
車
庫
前
、
麦
ケ
浦
バ
ス
停
裏
、
福
浦
駐
在
所
手
前
、
樽
見
小
学
校

跡
、
大
成
川
・
小
成
川
・
下
久
家
・
久
家
各
集
会
所

2/16

3/16

一本松

内
尾
串
駐
輪
場
、
上
大
道
公
民
館
、
広
見
・
中
川
各
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン

タ
ー
、
一
本
松
・
満
倉
・
小
山
本
村
・
正
木
各
集
会
所

2/14

3/14

内海

大
敷
貞
芳
作
業
所
、
荒
樫
、
魚
神
山
亀
井
作
業
場
、
油
袋
漁
民
セ
ン
タ
ー
、

旧
川
村
光
男
作
業
場
、
兵
頭
郁
生
さ
ん
宅
前
、
内
海
支
所
、
魚
神
山
船
越
・

平
碆
・
柏
崎
各
集
会
所

2/10

3/10

御　荘

馬
場
消
防
詰
所
横
、
和
口
町
営
住
宅
駐
車
場
、
和
口
第
二
・
馬
瀬
・
深
泥
・
寺

新
町
各
集
会
所
、
節
崎
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー

2/8

3/8

御
荘
菊
川
農
村
研
修
セ
ン
タ
ー
、
御
荘
文
化
セ
ン
タ
ー
、
平
山
・
長
洲
・
長
崎
・

貝
塚
・
八
幡
野
各
集
会
所

2/4

3/4

中
浦
漁
村
振
興
セ
ン
タ
ー
、
御
荘
中
学
校
前
、
赤
水
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー
、

長
月
公
民
館
、
猿
鳴
・
左
右
水
・
尻
貝
・
高
畑
各
集
会
所

2/2

3/2

２、３月の新聞・雑誌・ダンボール等、収集日のお知らせ!
日 曜 時　間 行事名 場　所

２月

6 日

8：45～13：00
第６回
愛南町ふれあい
健康マラソン大会

御荘B＆G
海洋センター
周辺コース

9：00～15：00
うまいもん市in

あいなん
南レク
御荘公園

7 月 9：00～16：00 消費生活相談員勤務日 役場本庁

9 水
19：00～20：00 愛なん地域医療懇談会 内海DE・あ・い・21

13：00～15：00 行政相談 町内各地

16 水 19：00～20：00 愛なん地域医療懇談会
一本松山村
開発センター

20 日 9：00～17：00
第3回愛南町
スポーツ少年大会
バレーボール競技

一本松交流
促進センター

21 月 9：00～16：00 消費生活相談員勤務日 役場本庁

23 水 19：00～20：00 愛なん地域医療懇談会
御荘文化
センター

26 土 5：00～15：00 あいなん磯釣大会
内海地区・
西海地区

27 日 9：00～17：00
第６回
愛南町スポーツ
少年大会剣道競技

一本松交流
促進センター

３月

3 木 10：30～17：30 愛南農産物コンクール
Ａ★ＭＡＸ

愛南店

6 日

8：30～17：00
第42回南宇和郡
サッカー選手権大会

南レク城辺
公園多目的
広場ほか

8：45～16：00
第7回
愛南町9人制女子
バレーボール大会

御荘B＆G海洋
センター

体育館

7 月 9：00～16：00 消費生活相談員勤務日 役場本庁

9 水 13：00～15：00 行政相談 町内各地

13 日 10：00～16：00
第45回愛媛県クラブ
対抗駅伝競走大会

一本松
小学校周辺

石垣の里だんだん雛祭り
3月3日（木）～4月3日（日）

時間　終日　　場所　愛南町外泊地区

　2月19日（土）～2月28日（月）

　　　　　　　　ネイチャーフォト同人会写真展

　3月  5日（土）～3月14日（月）

　　　　　　　　　大工棟梁　中山以
い さ お

佐夫絵画展

　3月19日（土）～3月28日（月）　山下　等
ひとし

  絵画展

時間　8：30～19：00　場所　内海DE・あ・い・21



あなたの子育てをサポートします
実施場所 問い合わせ先 内　容 開設日 開設時間 2月のお知らせ

はまゆう乳幼児保育所
地域子育て支援センター
「どんぐりの会」

はまゆう

乳幼児保育所内

７２－４３２８

サークル活動
月   
火・木   

園庭・保育室開放 水・金   

育児（電話）相談
月～金   
土   

御荘子育て
支援センター
「こあら」

御荘保育所内

７２－０５９８

サークル活動 月・水・金   
園庭等開放 火・木  
育児（電話）相談 月～金  

うみのこ広場 出張場所：西海支所２階 サークル活動 第2木曜  

こぶたの広場
プラザじょうへん内

７３－２２８８
詳しくは「こぶた通信」に記載

育児相談・つどいと交流
各種ワークショップ

月～金   

第1・3日曜

御荘文化センター
「あいなん子育て
応援グループ」

生涯学習課内

７３－１１１１
子育て  
 (電話)相談

毎週木曜

 

～
～
～
～
～
～
～
～

～

～

～

～

１２：００  
８：００
８：００
８：００
８：００
８：３０
８：３０
８：３０

９：３０

１０：００
　

１７：００  
１３：００
１７：００
１７：００
１２：００
１３：３０
１３：３０
１７：１５

１１：３０

１６：００

１０：００ １５：００

９：００ １６：００
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笑
顔
い
っ
ぱ
い
！
愛
な
ん
っ
こ

●3日(木)おはなし会
  ストーリーテリング講習会

●15日(火)世代間交流

●16日(水)ベビースリング

●17日(木)親子体操

●御荘文化センター
リハーサル室で行い
ます。

●18日(金)21日(月)
は夢創造館で行いま
す。

御荘
保育所
ふじ組

御荘
保育所
すみれ組

中浦
保育所
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に け ー し ょ ん

　2月3日は節分でしたが、みなさんは鬼退治をしましたか。

愛南の海には、オニオコゼやオニカサゴなど、退治してみた

くなる鬼が住んでいます。

　写真のオニオコゼに出会ったのは、砂地に住む小さなハ

ゼを撮影していたときのことです。砂に潜ったオニオコゼに

気付かず、海底に腹ばいになった瞬間!カメラのすぐ下から、

砂をかき分けながらムクムクと現れてきました。まさに神出鬼没。なかなか味のある顔をしてい

るので、モデルを変更して撮影しました。聞くところによると、白身でとてもおいしい魚らしいの

ですが、高級魚で高嶺の花、いまだ味わったことがありません。せっかくぎょしょく教育の町、

愛南町に住んでいるのですから、今年こそオニオコゼを退治してみたいものです。

(撮影:2010.6.27 鹿島 水深15m)

　町城辺赤十字奉仕団(委員長 濵 孝
た か こ

子さん)の皆さん
が、城辺地域で緊急通報装置を設置した独居高齢者44
名を訪れ、シクラメンの鉢植えを贈りました。この事業は
独居高齢者の安否確認を行い、花と共に元気を届けるこ
とを目的に、毎年実施しているものです。

12/16 花と元気のプレゼント!

　本日!海
う み び よ り

日和!!

「節分には鬼退治 オニオコゼ」

12/18 一足早いクリスマス!
　DE・あ・い・21で、親子で一足早いクリスマスを楽しんでもらおうと、「パールイルミネーション
in DE・あ・い」が行われました。建物全体に約1万5千個のイルミネーション電球が飾られ、冬の
夜空を鮮やかに彩りました。
　室内では、松山東雲中学・高等学校ハンドベル部によるクリスマスソングの演奏が行われ、ハ
ンドベルの優しい音色に、会場はクリスマスムードに浸っていました。
　このほか、プレゼントが当たるビンゴゲームやサンタとじゃんけんなど、多くの子ども達が楽し
いひと時を過ごしました。
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愛南

ぎょレ
ンジ
ャー

エプ
ロン

販売
決定
!

愛 南 こ み ゅ

　魚介類の魅力や価値を熟知し周囲
に伝えられる人材づくりを目的とした
民間資格「シーフードジュニアマイス
ター(SJM)」を、町内の学生が全国で
初めて取得しました。
　取得したのは大島奈

な な

々さん(御荘中
2年)、兵頭泰

た い へ い

平くん(内海中3年)、赤
岡里

り さ

沙さん(南宇和高3年)、角田善
よ し ひ こ

彦
さん(愛大農学部4回生 南水研)の4名
で、今後、愛南町の「ぎょしょく教育」
事業に参加して普及に努めます。

お魚の学生ソムリエ誕生!

12/15～16　　  お化けにびっくり!
妖怪ファンタジー!
　福浦小学校体育館(15日)と一本松交
流促進センター(16日)で、「ほっと計画
委員会(河野 満

み つ ぐ

代表)」主催による「劇
団風の子公演 妖怪ファンタジーまもる
のとなり」が開催されました。
　東京から田舎の古い家に引っ越して
きた6年生のまもる君が、いろいろな妖
怪に出会いながら、たくましくやさしい
子に成長していくお
話で、会場の子ども
達も一つ目小僧や大
入道の登場に大騒
ぎ。ちょっぴり怖く
て、とっても楽しい
劇でした。

　愛南ぎょレンジャーがプリントされた赤いエプロン。ぎょしょく普及のイベ
ントでスタッフが着用している人気のエプロンを販売することになりしまし
た。購入希望の方は、下記までお申込ください。

価 格 1着3,000円(税込み)
規 格 フリーサイズ 赤のみ(エコマーク認定商品)

注文先 愛南町ぎょしょく普及推進協議会
             (事務局 水産課 産業振興室内 FAX 72-1214)

締 切 平成23年3月末日

問い合わせ
　注文及び支払方法など詳しくは、水産課 産業振興室(TEL72-7305)まで
問い合わせいただくか、愛南町ホームページ新着情報をご覧ください。

左から兵頭くん、大島さん、赤岡さん、角田さん
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めざせ ! トップアスリート !
　北京五輪ビーチバレー日本代表チームの佐伯美

み か

香さ
ん、楠原千

ち あ き

秋さんと同監督の徳野涼
り ょ う こ

子さんを招いて「平
成22年度愛南町小学生バレーボール教室」が開催され、
町内のスポーツ少年団バレーボールチーム5チーム約80
名が参加し、基礎的な技術の習得のための練習方法など
を指導していただきました。子どもたちにとって、世界
の舞台で活躍した一流のプレーはもちろんのこと、練習
に取り組む姿勢、心構えなどを学ぶ貴重な体験となりま
した。

12　

 19

元
気
い
っ
ぱ
い

　

ア
イ
・
あ
い
・
愛
ラ
ン
ド

元気いっぱいスポ少サッカー大会 !
12/　

 12

　南レク城辺芝球技場ほかで4部制、計36チームが参加して「第6回愛南町スポー
ツ少年大会サッカー競技」が行われました。

2部(4年生以下、9人制)
  優勝  平城SC・A
  準優勝 菊川スポーツ少年団

3部(2年生以下、9人制)
  優勝  御荘サッカースクール・アンフィニ
  準優勝 城辺少年サッカークラブB

【大会結果はつぎのとおり】

 1部A(6年生以下、11人制)
  優勝  一本松少年サッカークラブA
  準優勝 平城SC

1部B(6年生以下、9人制)
  優勝  緑・僧都スポーツ少年団
  準優勝 家串スポーツ少年団A

1部A優勝
一本松少年サッカークラブA 1部B優勝 緑・僧都スポ小 2部優勝 平城SC・A 3部優勝 御荘SSアンフィニ

愛媛県クラブ対抗駅伝競走大会開催のお知らせ!
　毎年、県内各市町の持ち回りで開催している「愛媛県クラブ対抗駅伝競走大会」が、第45回記念大会として愛南町
(一本松地域)で開催することとなり、第6回大会以来、39年ぶりに南宇和郡での開催となります。
　現在、愛南町在住で陸上競技愛好者のチーム参加を募集しています。男子4部(7名編成)と女子の部(5名編成)に参
加できます。また、個人での参加希望の方は、愛南体協陸上部でチーム編成をさせていただきます。参加を希望する
チームは、2月14日(月)までに、愛南体協事務局(御荘文化センター内 TEL73-1111)まで問い合せください。

開催日時

3月13日(日)
開会式  10:00  一本松交流促進センター
スタート 11:00～ 一本松小学校

参加料

1チーム10,000円
女子の部7,000円
クラブ会費2,000円(1クラブ)
※チーム名ゼッケン(縦13cm×横24cm)　を作成
し、背・胸につけること。

交通規制

一本松小学校⇒小山地区⇒一本松商店街 
10:30～14:30(予定)
国道56号線 一本松保育所入口⇒旧国道
一本松入口 11:00～11:10(予定)
問い合わせ

愛南体協事務局(生涯学習課 TEL73-1111)

一本松小学校スタート～小山地区～一本松商店街折返しコース
コース概要

部門 男子1.2.3部 男子4部 女子の部

区間 距離 召集時間 距離 召集時間 距離 召集時間

1区 10km 10:30 5km 10:40 5km 10:40

2区 3km 11:00 3km 10:55 3km 10:55

3区 8.0975km 11:10 5km 11:05 5km 11:05

4区 8.0975km 11:30 3km 11:20 3km 11:20

5区 3km 12:00 5km 11:30 5km 11:30

6区 5km 12:10 3km 11:50

7区 5km 12:30 5km 12:00

計 42.195km 29km 21km

男子1.2.3部 : 午前11時00分スタート
男子4部・女子 : 午前11時10分スタート

コース沿線の皆様には大変ご迷惑をおかけしますが、大会運営にご協力お願いします。
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クロッケーで親睦を !
　南レク御荘公園多目的広場で、22チーム66名の参加者
が集まり、「第17回愛南町クロッケー親睦交流大会」が開
催されました。各チームとも白熱した接戦を繰り広げ、決
勝戦は接戦の末、本大会最高齢(96歳)の長岡勇

い さ む

さんを擁す
る「船越愛球会」が優勝しました。これからもお元気でプ
レーされることをご期待します。
【大会結果はつぎのとおり】

優勝  船越愛球会　準優勝 久家A　3位  須ノ川  灘

冬の愛南路を駆け抜ける !
愛媛駅伝

12/　

  12

　年末恒例の「第61回愛媛駅伝競走(一本松‐
宇和島大会)」が開催され、清水町長の号砲をス
タートに、1部、2部合わせて合計65チームが、7区
間53.8kmを駆け抜けました。
　本町からは、1部に愛南体協(22位、3時間14分
44秒)と南宇和高校(25位、3時間17分21秒)が出場
し、見事完走しました。
　晴天に恵まれたこの日、沿道から多くの観客
が、必死にタスキをつなぐ各選手に惜しみない拍
手と熱い声援を送っていました。

11/　

 25

ラケットテニスを楽しもう !
12/　

  5

　御荘B&G海洋センター体育館と平城小学校体育館で、「第4回

愛南町ラケットテニス大会」が開催され、女子ダブルスの部に21
組、男女混合ダブルスの部に25組の合計46組92名の愛好者が楽し
く汗を流しました。
【大会結果はつぎのとおり】

女子ダブルスの部
 優勝     木戸冨

ふ じ こ

士子(愛南フレンズ)・若田伊
い ほ こ

保子(赤水クラブ)
 準優勝  池田英

ひ で こ

子(とどろきクラブ)・尾﨑 園
そ の

(フレッシュ菊川)
 3位       竹之下良

よ し こ

子(御荘クラブ)・渡邊妙
た え こ

子(とどろきクラブ)
 敢闘賞  桑原由

ゆ く み

久美(とどろきクラブ)・森本文
ふ み こ

子(愛南フレンズ)
男女混合ダブルス
 優勝     今村勝

か つ の り

範(御荘クラブ)・若松和
か ず よ

代(菊川クラブ)
 準優勝  芝田眞

し ん じ

次(菊川クラブ)・川口美
み か

香(菊川クラブ)
 3位      加藤三

さ ぶ ろ う

郎(愛南フレンズ)・菊地芳
よ し こ

子(生き生きクラブ)
 敢闘賞  牛川頼

よ り あ き

明(菊川クラブ)・田中榮
え い こ

子(愛南フレンズ)

女子ダブルス優勝
木戸(右)・若田(左)ペア

男女混合優勝
今村(左)・若松(右)ペア

優勝：船越愛球会
(写真中央長岡さん)
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務
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「
県
政
モ
ニ
タ
ー
」募
集
！

◆
内
海
俳
句
会

戦
友
の
賀
正
に
生
き
る
力
あ
り

俳
名
の
六
十
年
を
年
迎
う　
　
　
　
　
　
　

好
岡
東
明
子

春
着
の
娘こ

立
ち
振
る
舞
に
香
を
こ
ぼ
す

諸も
ろ

粥
を
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い
て
戦
後
の
顔
く
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る　
　
　
　

太
田　

信
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像
の
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大
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を
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か
む
と
辛
卯
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躍
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岩
森
十
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子
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ー
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宮
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熊
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都
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一
日
の
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と
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大
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清
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一
人
た
つ
庭
に
日
ぐ
ら
し
低
く
休
み
て
は
鳴
く　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

国
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幸
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亥
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の
吾
子
を
重
ね
て
祝
儀
を
は
ず
む　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

清
水　
　

香

山
茶
花
の
咲
き
乱
れ
い
て
昨よ

夜べ

に
降
り
し
雨
の
し
ず
く
と
共
に
散
り
ゆ
く　
　
　
　
　
　
　

田
中
久
二
恵

犯
人
は
デ
ン
デ
ン
虫
と
妻
の
言
う
巻
き
し
白
菜
群
れ
て
食
べ
お
り　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

前
田　

昭
夫

病
み
し
日
に
見
舞
ひ
し
君
の
礼
状
あ
り
き
ひ
ら
が
な
の
文ふ
み

字
面
傾
げ
て　
　
　
　
　
　
　
　

前
田　

知
子

に
わ
か
な
る
朝
の
冷
え
込
み
畑
の
菜
に
動
か
ぬ
蜻
蛉
の
紅
色
深
し　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

松
本
マ
ス
子

夕
映
え
を
か
そ
か
映
し
て
暮
れ
そ
め
ぬ
川
面
さ
ざ
波
秋
の
深
む
日　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

水
野
美
代
子

秋
風
に
胸
に
抱
け
る
み
ど
り
児
の
髪
さ
わ
さ
わ
と
乳
の
香
含
む　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

安
村
寿
美
子

丸
々
と
太
り
し
手
足
ピ
チ
ピ
チ
と
踏
ん
張
る
孫
は
生
後
二
ヶ
月　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

山
本　

豊
子

「
ニ
ュ
ウ
ヨ
ー
ク
へ
一
緒
に
行
こ
う
」
と
寮
母
さ
ん
入
浴
嫌
い
を
ジ
ョ
ー
ク
で
誘
う　
　

  　

宮
本
ヨ
リ
コ

朝
々
に
庭
へ
餌
を
撒
き
雀
待
つ
世
間
話
に
無
縁
な
る
日
　々
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

澤
近　

正
弘

内
海
地
域
対
象

日
時　

２
月
９
日（
水
）

　
　
　

19
時
〜
20
時

会
場　

DE
・
あ
・
い
・
21

一
本
松
地
域
対
象

日
時　

２
月
16
日（
水
）

　
　
　

19
時
〜
20
時

会
場　

一
本
松
山
村
開
発
セ
ン
タ
ー

御
荘
地
域
対
象

日
時　

２
月
23
日（
水
）

　
　
　

19
時
〜
20
時

会
場　

御
荘
文
化
セ
ン
タ
ー

講
師　

中
村
光こ
う

士し

郎ろ
う

　
　
　

（
県
立
南
宇
和
病
院
院
長
）

問
い
合
わ
せ

　

保
健
福
祉
課（

℡
７
２
―

１
２
１
２
）

　

愛
媛
県
で
は
、県
政
に
関
す
る
ア
ン
ケ
ー
ト

へ
の
回
答
、県
政
に
対
す
る
意
見
・
提
言
、県
政

の
広
報
活
動
な
ど
を
行
う「
県
政
モ
ニ
タ
ー
」

を
募
集
し
て
い
ま
す
。

募
集
人
員　

３
０
０
名

任
期　

平
成
23
年
４
月
１
日
か
ら

平
成
25
年
３
月
31
日
ま
で

応
募
資
格　

満
18
歳
以
上
で
、
県
内
居
住
又

は
県
内
出
身
な
ど
愛
媛
県
に
所
縁
の
あ
る

方（
公
務
員
を
除
く
）

応
募
方
法　

所
定
の
応
募
用
紙
（
県
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
か
ら
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
し
て
く
だ

さ
い
）に
必
要
事
項
を
記
入
し
、
メ
ー
ル
、
郵

送
又
は
Ｆ
Ａ
Ｘ
で
、
県
庁
広
報
広
聴
課
に
提

出
し
て
く
だ
さ
い
。

応
募
締
切　

２
月
14
日（
月
）必
着

問
い
合
わ
せ　

県
庁
広
報
広
聴
課

（
℡
０
８
９
―

９
１
２
―

２
２
４
３
）

（http://w
w
w
.pref.ehim

e.jp

）
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※上記情報は、広報紙掲載に対して、
ご家族等に同意をいただいております。

心配ごと相談室

詳しくは、社会福祉協議会本所（℡70－1251）まで問い合わせください。

　無料で弁護士と民生児童委
員が相談をお受けします（1回の
相談人数は8人までで事前に予約が必
要。定員に達した場合は受付を終了）。
３月８日（火）14時～16時
　御荘老人福祉センター

福祉法律相談室
　無料で民生児童委員２名が
日常生活でかかえる心配ごと
の相談をお受けします。
  ２月１２日（土）・２３日（水）
　14時～16時
　御荘老人福祉センター

財
産
管
理
課
か
ら

南
レ
ク
㈱
か
ら

（12月受付分）

（12月受付分）

ご冥福をお祈りします

お誕生おめでとう
「
大
型
コ
ン
ビ
ネ
ー
シ
ョ
ン
遊
具
」愛
称
募
集
！

「
長
崎
町
有
地
駐
車
場
」

利
用
者
募
集
！

農
業
支
援
セ
ン
タ
ー
か
ら

「
愛
南
農
産
物
コ
ン
ク
ー
ル
」の

お
知
ら
せ
！

地区名 子の名 保護者

地区名 亡くなった方 享年

募
集
期
間　

２
月
28
日（
月
）ま
で

応
募
方
法　

応
募
用
紙
（
松
軒
山
公
園
管
理
等
ロ
ビ
ー

に
設
置
）に
①
大
型
コ
ン
ビ
ネ
ー
シ
ョ
ン
遊
具
の
愛
称（
ふ

り
が
な
）、
②
愛
称
の
理
由
・
説
明
、
③
氏

名
・
年
齢
・
住
所
・
電
話
番
号
を
記
入
の

上
、
応
募
箱（
松
軒
山
公
園
管
理
等
ロ

ビ
ー
）へ
投
函
又
は
郵
送
で
応
募
く
だ

さ
い
。

※
所
定
の
応
募
用
紙
に
限
ら
ず
、
必
要

事
項
を
明
記
し
て
応
募
す
る
こ
と
も
で

き
ま
す
。（
メ
ー
ル
可
）

参
加
賞　

採
用
作
品
を
除
く
全
応
募

作
品
を
対
象
に
抽
選
で
20
名
に
「
な
ん
な
ん
ち
ゃ
ん
ス
ト

ラ
ッ
プ
」
を
進
呈
し
ま
す
。

応
募
先
・
問
い
合
わ
せ　

〒
７
９
８
―

４
１
１
０　

愛
南

町
御
荘
平
城
５
６
８
８
番
地　

南
レ
ク
南
宇
和
管
理
事
務

所（
℡
７
２
―

３
２
１
２
）

受
付
期
間

　

２
月
10
日（
木
）〜
２
月
21
日（
月
）

駐
車
場
概
要

所
在
地　

日
時　

３
月
３
日（
木
）10
時
30
分
〜

場
所　

Ａ
★
Ｍ
Ａ
Ｘ
愛
南
店
店
頭

日
程　

10
時
30
分
〜
16
時
30
分

農
産
物
・
加
工
品
の
展
示

16
時
30
分
〜
17
時
30
分

表
彰
式
・
セ
リ
に
よ
る
即
売
会

※
セ
リ
は
ど
な
た
で
も
参
加
で
き
ま
す
。

問
い
合
わ
せ

農
業
支
援
セ
ン
タ
ー

（
℡
７
２
―

７
３
１
１
）

御
荘
平
城
１
番
地
14

駐
車
台
数

14
台（
大
型
車
４
台
含
む
）

問
い
合
わ
せ　

申
請
方
法
・
賃
借
料

等
、
詳
し
く
は
財
産
管
理
課
（
℡

７
２
―

７
３
１
０
）
ま
で
問
い
合
わ

せ
く
だ
さ
い
。
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愛南町の人口
平成23年 1月 1日現在

愛
南
町
の
持
つ
魅
力
を
ご
紹
介
し
て
い
ま
す
。

皆
様
か
ら
の
掲
載
依
頼
な
ど
、
気
軽
に
情
報
を
お
寄
せ
く
だ
さ
い
。

■編集・発行

愛南町役場 総務課
〒798-4196愛媛県南宇和郡愛南町城辺甲2420番地
TEL（0895）72-1211FAX（0895）72-1214
HP http://www.town.ainan.ehime.jp/
■印刷

明星印刷工業株式会社

編 集 後 記

愛
は

南
か
ら

10,951 戸

25,335 人

11,842 人

13,493 人

世帯数

人口

　男

　女

年末年始にかけて、愛南町内では各所に
カラフルなイルミネーションが取り付け
られ、冬の夜空を幻想的に彩りました。
その一部をご紹介します。

　先日の大雪には正直驚きま

した。寒波の到来で雪が降る

だろうと予想はしていました

が、朝起きると外から子ど

も達の歓声。窓の外をのぞく

と一面の銀世界。これだけ積

もったのは愛南町はじまって

以来ではないでしょうか。久

しぶりの雪景色のなか、子ど

も達が楽しく雪遊びをする姿

を微笑ましく感じました。

　昨年の夏は猛暑続きで地球

温暖化の影響かと思いきや、

昨年末からの寒波到来。異常

気象というべきなのか、これ

が本来の気候なのかと首を傾

げたくなります。

 さて、雪は「豊年の貢
みつぎ

」「五

穀の精」ともいわれ、万葉集に

も「新しき 年の始めに 豊
と よ

の年 

しるすとならし 雪の降れる

は(新しい年の初めに雪が降

るのは、豊かな実りの予兆な

のでしょう)」という歌があ

るように、雪の多く降る年は

豊作になるとされています。

　また、万葉集最後の歌には

「新しき 年の始めの 初春の 

今日降る雪の いや重
し

け吉
よ ご と

事

(新しい年の始めの今日降る

雪のように、良いことが積み

重なりますように)」とあり

ます。昔の人々は、降り積も

る雪を眺めながら新しい一年

の慶事を祈ったのでしょう。

今年の愛南町にも良いことが

積み重なるよう願います。

DE・あ・い・21(柏)

向田陽
よ う じ

二さん(菊川)所有漁船

(撮影：幸﨑信
のぶまさ

正さん)

原田智
と も や

也さん(満倉)宅

(撮影：幸﨑信
のぶまさ

正さん)


